
3 歳児きりん組   「自然を感じる」 

２０２５年５月２３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

春の自然を感じ、体を思いっきり動かすために奥沢西公園へ散歩に行きました。公園に到着

し、公園で過ごす約束を担任の先生から聞いてから遊んだ。公園で、子ども達はテントウム

シを見つけ、捕まえて観察していました。 

 

準備物  水筒、ビニール袋、救急きっと、着替え一式 

 

子どもの活動 

奥沢西公園まで、子ども１４人引率３人で散歩に行きました。公園についてからは、自由に

公園の中を散策したり、ブランコで遊んだりしました。梅の実やタンポポの綿毛を見つける

子どもがいました。その中で、地面に目をやると、テントウムシが草の上にいるのを見つけ

た子どもがいました。また、アジサイの葉の上にも、そして、太い木の幹には、テントウム

シがたくさん集まっているのを見つけました。公園のあちらこちらでたくさんのテントウ

ムシをみつけて、数匹捕まえて保育園まで持って帰りました。 

 

子どもの様子 

公園まで二人ずつ手をつないで列になって歩いていきました。曇りだったので、暑すぎるこ

ともなく、気持ちよく歩くことができました。公園で、テントウムシを見つけた子ども達は、

「先生、これ見て」「ここにもいるよ」とテントウムシをたくさん見つけました。はじめは、

虫を怖くない子どもがテントウムシを手に乗せてみていました。そうすると、他の子どもが、

周りによってきて、「見せて」「僕も見たい」とみんな近くでよく観察したい様子でした。テ

ントウムシの中には、まだ幼虫のものもいました。子ども達が捕まえたのは、成虫になった

ものでした。木の幹にたくさんテントウムシを見つけると、「ここにたくさんいる」「なぜ、

木にいるのかな？」という声が聞こえました。アジサイの葉の上、クローバーの葉の間、ど

くだみの葉の上など、公園のいろいろな所にテントウムシがいるのを発見しました。テント



ウムシの動きを体で表現する子どもがいました。保育園に持って帰って庭に放すことがで

きました 

 

活動の振り返り 

この時期、テントウムシの幼虫が成虫になる時期で、たくさんのテントウムシを見ることが

できた。虫の苦手な子どももよく見て観察していた。本物を見て、手に取って触れたことは、

実体験として子ども達に残る貴重なものだったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


